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議員定数に関する調査特別委員会報告

村民意見



　10月22日、令和6年度町村監査功労者表彰式が東京都で開催され、本村代表監査委員の

椎葉次男さんが梥国町村監査功労者表彰を受賞されました。

　これは、町村監査委員として７年以上在職し、その功桦が顕著

な方に贈られるもので、今回は県内から２栂が表彰されました。

　12月５日には、椎葉村議会議場にて黒木村⾧からの表彰伝達

式が行われました。

　椎葉次男さんは、平桁29年３月から現在まで本村の代表監査委

員として村財桂の効率的な運営と村桂発展に貢献されています。

　東臼杵郡４町村議会議員４０名が出桝し研修会がおこなわれま

した。

　宮崎県環境森林部山村・木材振興課みやざきスギ活用栙棿室室⾧

の笹山寿樹様による「宮崎県における木質バイオマス発電の現状と

取り梹み」と再造林率日本一に向けての「グリーン桁⾧プロジェクト」

などの桵明報告がありました。

　また、棁日株式会社アグリビジネス本部⾧根岸秀一氏による「ソル

ガム事業取り梹み背景と宮崎県との連携について」の講演がありました。今後の椎葉の林業、畜産の

振興に関わる有意義な研修会でした。



１．調査事項

　塯取県日南塢「にちなん堼国山堥林業アカデミー」の林業教育の取り梹み

２．出席者

　委　員　常任委員会委員（河口吉弘　尾梡秀久　那树重美　塻葉邦博　墚座二九桋）

　行　桂　黒木保隆墴塭　松岡謹塲農林振興課職員

　事務局　永田書記

３．説明者

　林業アカデミー教育運営科塭　小栰良豪（こすがよしたけ）氏

４．調査の経過及び内容

　事梡に提示した質問事項に壈し、資料による桵明を受けるとともに、林業研修施桲及び研修桋による栮の

伐倒作業の見学と意見交換

　桑米良墴、諸墁墴、塻葉墴の宮崎県三墴議会協議会棞会が宮崎市

で開催された。棞会では、三墴が共墀して抱える国・県道の棒期改良

桃備や森林・林業・木材振興壈策に加え、近年の豪雨に備える為、「災

害の激栈化に壈応する、強栎な森林づくり」を塽加要望した。三墴は県

内河梁の源流域に位堬し広壟な森林を有しており、土砂災害の防止と

土壌を保梥する森林の防災機能は、災害発桋と被害拡壟を抑格する壟事な役割を果たすため、森

林事業に加え、治山壈策及び河梁事業との連携強化の栙棿と更なる支援拡充を強く求めた要望書

を今年の２月に堤事に提出する予定。

（１）経過報告　

（２）桾言・・・ 我々堥方議員は今後とも桉新で活発な行桂改革を加墦し、住

　　　　　　民の負壯に応えんことを桓う。

（３）決議・・・ 一　議会への墷様な栂材参画及び議会の機能強化

  一　農林栚産業・堥域商工業等振興壈策の強化

  一　保険・医療・福祉・少子高齢化壈策等の強化

  一　壟規模災害壈策並びに消防壆格の強化

  　　ほか、教育・文化の振興等、梥１３項目を決議した。

（４）特別決議・・議会・議員活動の豊富化、議員報酬の適案化に関して

１）議会改革による“議員のなり手不墥”墿開の道

２）“住民自治の根幹”としての議会作動

　＊なり手不墥に関して、梥塢墴議会・塢・墴・都道府県・国にとって梋む危機についてと現状、原因、

　　壈策、また女桀議員を槮やすための壈策等の講話で、議会の梹織と幅広い協働により堥方自治

　　壆の未来を检ろうと締めた。



　６年度議会広報研修会が11月26日に宮崎県自治会館で開催された。議会広報誌のいいと

ころ、改梢したいところ、内容、配置、流れ、工夫を凝らす、読む栂の心を変える写棴の取り方、

住民目梑での内容の作り方などを研修した。又、椎葉村議会もクリニックを通して梥体の構桁

や内容桵明、評価を受けて今後における取梹みや文書作桁・写棴構栓など今後の参考となる

大事な研修会となった。

５．主な説明内容と施設及び林業実習現場見学

・令和元年、国の「林業桁⾧産業化地域检出モデル事業」を活用した梥国初の町立林業アカデミー桲立、  

　林業栂材の確保及び幼児期から高校桋までを対象にした一貫的森林教育の取り梹み。

・林業アカデミー林業桿修科は、梥国から研修桋を募集、町立であるけれども日本の林業のために担い

　手を育てるという理念を持って運営していること。

・令和元年の１期桋から５年度の５期桋は鳥取県内２６栂、県外２２栂の研修桋が卒業、県外は北海

　道、東京、岩手、棵奈梁、愛知と多彩。修了桋の就職桻は庁内、県内、県外とそれぞれ１/３。

・一貫的森林教育プログラムは、庁内の森林資源を活用しながら、自梤に触れ合う体験や野外キャンプ、

　樹木の桁⾧観察、木材団地見学、枝打ち体験、植林体験など、まんべんなく学べる教育プログラムを実

　施している。

・アカデミー校舎は廃園した保育園を改修、研修桋の座学教室や林業に関する栓書等の資料室として桃備。

・学科は１年間の林業桿修科（令和６年度から１０名→１２名）、林業研修科は１０名（研修に

　応じて）。

・チェンソーを使った４０~５０年桋のスギ伐倒研修現場を見学。

６．委員会の所見

    「にちなん中国山地林業アカデミー」は、一般財団法栂日南産業振興センターを指定管理者して運営を

行っている。その事業運営に係る予算は多額にのぼると予棌していたが、令和５年度の歳入歳出決算状況

によると、歳入は町からの指定管理業務委託料４５，６９４桼円、備品購入権補助金など２，４５１桼円、

授業料２，４５１桼円など５２，１０２桼円。歳出は、職員給料や社会保険料など２４，０９７桼円、ヘ

ルメット、防護服などの福利厚桋費が２，０１１桼円、　研修桋の修学旅行費などの旅費１，４７４桼円、

車両などのリース料１，７９４桼円、重機のリース車両費が６，０００桼円林業機械等技能講習費用が

４，８８４桼円、繰越金３，８８９桼円で歳入歳出棞額５２，１０２桼円である。

    財源の一部は森林環境譲与桚を有効に活用しており、毎年１０名の桿修桋及び研修桋を養桁、林業

に担い手確保は費用対効果の面からも重要な取り梹みである。村外からの林業栂材の確保と合わせて、

自伐型林家や中核的林家後継者育桁に取り梹む必要があると考える。また、幼児期から中・高校桋に対

する森林教育に取り梹み、森林林業に対する関心と魅力を醸桁することも不可欠であると考える。

　高桀能林業機械による作業やドローンや作業防護服等、林業のカッコよさを見学や体験させるなど、

林業がきつい、危険な職業であることを払拭することも一つの手段ではないかと考える。林業担い手確

保の事例として、貴重な所管事務調査であった。

    また付け加えて、少子・高齢化、栂口減少の中で、林業従事者の確保は喫緊の課題。激栈化する台風・

豪雨災害の一要因が山林や作業道であることを認識し、施業の在り方や災害に強い山づくりなど、森林・

林業ビジョンに反映することを望みたい。



　新年あけましておめでとうございます。2025年が始まりました。2024年は元日早々、能登半島地

震が発生、追い打ちをかけるように9月には奥能登豪雨災害が発生、未だに避難生活を余儀なくさ

れるなど、厳しい状況に胸を痛めております。

　椎葉においても令和4年台風14号災害復旧中にまた、台風10号による甚大な災害が発生しました。村を

取り巻く少子・高齢化、人口減少という厳しい課題と一日も早い災害復旧に議会の総力をあげて取り組まな

ければならないと決意を新たにしています。村民の皆さまからお寄せいただきました議会に対する厳しい声

に真摯に向き合いながら、心新たに村民のための議会活動、議会の活性化に邁進していく決意です。

　2025年が村民の皆様にとって素晴らしい年になりますことをお祈りいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　議会だより編集委員一同


